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□平成 26 年７月９日の豪雨について

□臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の

　 申請手続きはお済みですか？

□国民健康保険被保険者証が新しくなります

□地域農業の推進役「農業委員」

Topic

森の中には不思議なものがいっぱい！
みんなはいくつ見つけられるかな？

Public relations of Takahata-town,Yamagata in Japan

人口と世帯数

７月１日現在

人口 24,649 人

男 11,959 人

女 12,690 人

世帯数 7,518 世帯

®
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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

豪
雨
災
害

７月９日７
月
９
日
㈬
、
６
時
51
分
に
大

雨
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
た
高
畠

町
。
22
時
21
分
土
砂
災
害
警
戒
情

報
、
23
時
17
分
洪
水
警
報
が
発
表
。

明
け
て
10
日
、
０
時
40
分
高
畠

町
災
害
対
策
本
部
設
置
と
と
も
に
、

高
畠
地
区
の
旭
町
お
よ
び
緑
町
に
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
。

【
雨
量
等
】

▽
テ
レ
メ
ー
タ
二
井
宿
雨
量
観
測

所
７
月
９
日
23
時
頃
累
加
雨
量

１
８
０
㎜
を
超
過

▽
屋
代
川
中
橋
推
移
観
測
所
７
月
10

日
０
時
30
分
時
点
２
．
９
２
ｍ

（
避
難
判
断
水
位
２
．
９
０
ｍ

を
超
過
）

【
勧
告
に
よ
る
避
難
所
】

▽
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古

資
料
館　

33
人

【
自
主
避
難
所
】

▽
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ　

３
人

【
全
面
通
行
止
め
】

▽
蛭
沢
筋
線
、
二
井
宿
時
沢
線

【
一
部
通
行
止
め
】

▽
二
井
宿
街
道
線
、
下
宿
筋
線
、
畑

中
筋
線

道
路
規
制
関
係

平
成
26
年
７
月
９
日
の
豪
雨

避
難
所
の
開
設
と
避
難
者
数

【
上
下
水
道
関
係
】

▽
水
道
配
水
添
架
管
露
出
１
カ
所

▽
土
砂
流
入
に
よ
る
配
水
地
フ
ェ
ン

ス
破
損
１
カ
所

▽
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
異
常

１
カ
所

▽
時
沢
公
民
館　

２
人

▽
二
井
宿
地
区
公
民
館　

14
人

▽
弁
天
前
公
民
館　

３
人

計
55
人

被
害
状
況

【
人
的
被
害
】
軽
傷　

１
人

【
住
宅
関
係
】

▽
家
屋
の
全
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊

な
し

▽
床
上
浸
水　

１
棟

▽
床
下
浸
水　

18
棟

▽
宅
地
内
等
へ
の
土
砂
流
入
８
カ
所

【
道
路
関
係
】

▽
法
面
崩
落
・
路
肩
欠
所　

55
カ
所

▽
土
砂
洗
掘
・
流
出　

18
カ
所

【
河
川
関
係
】

▽
護
岸
等
の
決
壊
・
土
砂
洗
掘
32
カ

所
【
農
林
関
係
】

▽
水
田
畦
畔
崩
落
２
カ
所

▽
ぶ
ど
う
園
土
砂
流
入
・
棚
崩
壊
６

カ
所

▽
農
地
冠
水
・
浸
水
60
．
３
㌶

▲町道下宿筋線道路および屋代川護岸決壊

▲町道畑中筋線道路および屋代川護岸決壊

▲上有無橋護岸決壊に伴う上水道配水添架管露出
※ 7月 17日時点情報
▶問合せ先／町災害対策本部　☎（52）３７４４
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一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
―申請手続きはお済みですか？―

　二つの給付金は、申請手続きを行わないと支給の対象にはなりません。申請忘れのないようご注
意ください。
　なお、給付金の申請書は、対象になると思われる方に対してのみ、６月下旬に税務課からお送り
しています。制度に関する詳しい内容は、広報たかはた６月号をご覧ください。

◎手続きおよび受付窓口
【臨時福祉給付金】
　　役場町民課（１階）へ申請書と必要書類を提出してください。
【子育て世帯臨時特例給付金】

　※通知の際に同封した返信用封筒により申請してください。
　※返信用封筒を紛失してしまった場合は、役場福祉課窓口（１階）へ、直接申請書を提
　　出してください。
　※公務員の方は、勤務先から交付された申請書を、役場福祉課窓口に提出してください。

◎受付期限および受付時間 平成２６年９月３０日まで

◎臨時福祉給付金についてのよくあるご質問

Ｑ：給付金は、毎月支給されるのですか？
Ａ：現在受付けている給付金は、今回、１回限りの支給です。

Ｑ：給付金の申請書が送られてこないのですが、なぜですか？
Ａ：申請書は、平成 26 年度町民税均等割が非課税の方にのみ送付しています。課税者
　　または課税されている方の扶養になっている方は、支給の対象にはなりません。

Ｑ：受付期限以降に申請した場合でも支給の対象になりますか？
Ａ：申請期限が過ぎてしまった場合、給付金は支給できませんので、早めの手続きをお
　　願いします。

Ｑ：本人が申請に行けないときは、どのようにすればよいですか？
Ａ：代理申請を行うことができます。詳しくは通知書に同封の申請書記入例をご覧くだ
　　さい。

Ｑ：申請書を紛失してしまったのですが、どのようにしたらよいですか？
Ａ：役場総務課（給付金担当窓口）へお越しください。再発行の手続きを行います。なお、
　　再発行の際は、多少時間を要しますのでご了承ください。

◎給付金に関する問合せ先

問合せ区分 担当窓口 連絡先

・臨時福祉給付金制度全般、加算対象に関する問
い合わせ 高畠町役場　総務課 ☎（52）１１１０

・臨時福祉給付金給付対象※、税の申告等に関す
る問い合わせ 高畠町役場　税務課 ☎（52）４４７７

・子育て世帯臨時特例給付金、児童手当に関する
問い合わせ 高畠町役場　福祉課 ☎（52）２８６４

※電話による税額の問い合わせには、お答えできませんのでご了承ください。
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一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）」
は
、
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
も
の
で
す
。

新しい保険証が届いたら

保険証の内容を確認保険証の内容を確認

こんな時は届出をこんな時は届出を

※茶色からみどり色に変わります。

保険証の内容の確認をお願いします
●世帯主氏名、住所
●加入者の氏名、生年月日、性別

●住所・氏名が変わった
●社会保険に加入した
●家族の社会保険の扶養になった

など

町町民課（役場１階）で手続きをお願いします。
　持ち物：①郵送された新しい保険証
　　　　　②加入している保険証（全員分の健康保険証）
　　　　　③印鑑（スタンプ印以外）
　　　　　④福祉医療証

臓器提供の意思表示について
同封されている意思表示欄保護シールは、保険証の裏面にある「臓器

提供に関する意思表示欄」に使用するものです。
意思表示欄は臓器移植に関する法律の改正により、移植医療に対する

理解を深めていただくことができるよう設けています。もしもの時に備
え、臓器提供について私たち一人ひとりが考え大切な家族とよく話し合
い、意思表示をしておくことが大切です。

　新しい保険証は８月22日付けで加入者全員分をまとめて世帯主宛に郵送い
たしますが、８月中に届かなかった場合は、「町民課医療給付係」へご連絡
ください。

新しい保険証を郵送します

《高齢受給者証》
　今月高齢受給者証をお送りする方は、昭和19年８
月２日～昭和19年９月１日生まれの方です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。国
保以外の方は、現在加入している健康保険より交付
されます。

《子育て支援医療証》
　今月子育て支援医療証をお送りする方は、誕生日が
８月２日から９月１日までの方です。
　今月中旬にお送りしますので、ご確認ください。
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【後期高齢者医療保険加入者】
後期高齢者医療費の一部負担金減免等制度のご案内
【後期高齢者医療保険加入者】
後期高齢者医療費の一部負担金減免等制度のご案内

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

このページに関する問合せ先／町町民課医療給付係　☎（52）１３２７

　

災
害
等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
一
時
的
に
そ
の
生
活
が
困
難
と
な
っ
た

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
入
院
し
た
と
き
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
減
免
ま
た
は
一
定
期
間
支
払
い
を
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
、
減
免
等
の
基
準

　

入
院
療
養
を
受
け
る
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯
主
等
の
預
貯

金
総
額
が
、
生
活
保
護
基
準
額
の
３
か

月
分
以
下
で
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

⑴
免
除

　

当
該
世
帯
の
実
収
入
月
額
が
基
準

額
以
下
の
世
帯
は
、
一
部
負
担
金

の
全
額
を
免
除

　

⑵
減
額

　

当
該
世
帯
の
実
収
入
月
額
が
基
準

額
を
超
え
、
か
つ
、
実
収
入
月
額

が
基
準
額
に
１
０
０
分
の
１
１
０

を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
世
帯

は
、
一
部
負
担
金
の
５
割
を
減
額

　

⑶
徴
収
猶
予

　

当
該
世
帯
の
実
収
入
月
額
が
基
準

額
を
超
え
、
か
つ
、
実
収
入
月
額

が
基
準
額
に
１
０
０
分
の
１
２
０

を
乗
じ
て
得
た
額
以
下
の
世
帯

は
、
一
部
負
担
金
の
徴
収
を
猶
予

３
、
減
免
等
の
期
間

　

原
則
と
し
て
減
免
は
３
か
月
以
内
。

徴
収
猶
予
は
６
か
月
以
内
。

１
、
対
象
と
な
る
世
帯

　

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
死

亡
、
障
が
い
者
と
な
り
、
ま
た
は

資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と

き
。

　

②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
等
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
と
き
。

　

③
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失

業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少

し
た
と
き
。

　

④
右
記
①
②
③
に
掲
げ
る
事
由
に
類

す
る
事
由
が
あ
っ
た
と
き
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金

減
免
等
に
つ
い
て

被保険者の属する世帯の生計を主として維持するものが、概ね過去１年以内に
次のいずれかに該当したことにより、資産等を活用してもなおその生活が著しく困
窮し、被保険者が保険医療機関等に一部負担金を支払うことが困難であると認めら
れる場合は、申請のあった日から起算して６か月以内の期間に限り、医療費の一部
負担金の減額または免除を受けることができます。

▶対象／
⑴震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、住宅、家財その他の財産について著しい

損害を受けたこと。
⑵干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作、不漁その他これらに関する理由により著しく収入

が減少したこと。
⑶事業または業務の休廃止、失業等により著しく収入が減少したこと。
⑷重篤な疾病または負傷により死亡し、心身に重大な障害を受け、または長期間入院したこと。

▶減免の基準／
　被保険者及びその属する世帯の世帯員が、町民税が課されないまたは町条例により減免され、実
収入月額が生活保護の基準生活費を下回る場合など。
※詳細についてはお問い合わせください。
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

全額納付 全額免除 3/4 免除 半額免除 1/4 免除
若年者納付
猶予（学生
納付特例）

未納

保険料（月額） 15,250 円 0 円 3,810 円 7,630 円 11,440 円 0 円 －

受給資格期間
への参入

○ ○
指定された金額を納付していれば

○
○ ×

老齢基礎年金
に反映される
割合（反映さ
れる金額）

8/8
（約1,610円）

4/8
（約 805 円）

5/8
（約1,006円）

6/8
（約1,207円）

7/8
（約1,409円）

反映されま
せん

反映されま
せん

国
民
年
金
保
険
料

　
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
「
老
齢
基
礎
年

金
」
や
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
に
よ
る
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に

「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合

や
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
・
休
止
、

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満

の
方
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
、
学

生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例
」
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

申
請
を
す
る
と
、
申
請
者
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
や
扶

養
人
数
、
家
族
構
成
な
ど
の
条
件
に

よ
っ
て
、
日
本
年
金
機
構
が
審
査
を

し
ま
す
。

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
受
給
資
格
期
間
（
25
年
）
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
免
除
の
種
類
に
よ
っ

て
年
金
額
に
反
映
す
る
率
が
異
な
り

ま
す
。
（
下
表
の
と
お
り
）

平
成
26
年
度
分
の
承
認
期
間
は
平

成
26
年
７
月
～
平
成
27
年
６
月
ま
で

で
、
平
成
26
年
７
月
１
日
よ
り
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
26
年
４
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

２
年
１
か
月
前
ま
で
遡
っ
て
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

※
平
成
26
年
８
月
中
に
免
除
申
請

が
で
き
る
の
は
平
成
24
年
７
月
分
か

ら
で
す
。

申
請
を
し
て
か
ら
数
ヶ
月
後
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
で
通
知

さ
れ
ま
す
。

一
部
免
除
に
決
定
し
た
場
合
は
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
減
額

さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
年
金
手
帳

○
印
鑑
（
認
め
印
）

○
失
業
が
理
由
の
場
合
は
離
職
票
ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
申
請
す
る
年
度
の
１
月
２
日
以
降

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
期
間
が
あ
る
場
合
、
平
成
27
年

９
月
ま
で
は
、
過
去
10
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
納
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額
が
増
え

た
り
、
納
付
期
間
の
不
足
に
よ
り
年

金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
年
金
事
務
所
で
は
、
後
納
し

た
場
合
の
年
金
見
込
額
を
試
算
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
年
金
事
務
所
☎
�

４
２
２
０
）

ど
ん
な
人
が
受
け
ら
れ
る
の
？

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
と
未

納
の
違
い
は
？

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

の
承
認
・
受
付
期
間
は
？

審
査
の
結
果
は
？

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
？

後
納
制
度
も
利
用
で
き
ま
す

に
高
畠
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

そ
の
前
年
所
得
を
証
明
す
る
も

の(

所
得
課
税
証
明
書
等)

※
以
前
か
ら
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

で
も
、
住
民
税
の
申
告
を
し
て

い
な
い
方
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
税
務
課
に
お
い
て
お
手

続
き
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
町
民
課
住
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
１
３
４
５
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地
域
農
業
振
興
の
推
進
役

　「
農
業
委
員
」の
方
々
で
す

任
期
満
了
に
よ
り
、
高
畠
町
農
業
委
員
会
の
新
し
い
委
員
24
人
が

決
ま
り
ま
し
た
。
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
て
活
動
い
た
し
ま
す
。

議席番号順に紹介

（地）： 農地専門
　　  委員会委員

（振）： 農業振興専門
　　  委員会委員
　　  氏名（敬称略）

　　  担当集落名（振） 市 川 憲 司
下町、共栄、小其塚、
蛇口、上平柳

会
　
長

会
長
職
務
代
理

（地） 島 津 好 一
北目、荒町一、荒町
二、旭町、元町三、
元町

運営委員長職務代理

（振） 八 巻 善 朗
竹上、竹中、竹下、竹
向、三条目

広報委員長職務代理

（振） 萩原真理子
三軒屋、上町、仲
町、宮町、家中

≪議会推薦≫

（振） 佐 藤 憲 一
山越、根岸

≪農協推薦≫

（振） 冨 樫 裕 一
時沢、野手倉、日向、
大笹生、細越

農振委員長

（振） 遠 藤 五 一
馬頭東、馬頭西、佐
沢上、佐沢下、南佐
沢

広報委員長

（地） 齋 藤 　 孝
亀岡一、亀岡二、亀岡
三、亀岡四、文殊ヶ丘

（地） 渡 部 利 七
入生田南、入生田西、
入生田北、船橋

農地委員長

（地） 山 口 令 和
津久茂、夏刈、中
瀬、石岡

運営委員長

（振） 本 田 和 夫
御入水、青葉町、安久
津一、安久津二、緑
町、駄子町、蛭沢、入
蛭沢

（地） 皆 川 博 之
下和田１２、下和田
北、下和田南

（振） 土 屋 芳 弘
鳥居町、小郡山、高
安、金原湯在家、金
原熊の前、金原新田

≪共済組合推薦≫

（地） 西方登茂治
中和田東部、中和田
西部、元和田北、元
和田西

（地） 島 津 　 元
深上、西舘、中組、砂
押、大新、中才

（地） 中川誠一郎
横町、桜木町、幸町
一、幸町二、幸町
三、泉岡

≪土地改良区推薦≫

（振） 宇佐美　仁
中島南、中島北

（地） 髙 橋 光 徳
東本町、西本町、舘の
内、粡町、山崎、柏木
目、相森、川沼

農振委員長職務代理

（振） 中 川 　 進
沢口、駅前、元山
崎、本町、西町、上
山崎、若葉平

（振） 小林和香子
露藤上、露藤中、露
藤下

≪議会推薦≫

（地） 伊 藤  淳
大町一、大町二、大町
三、弥生町、塩森、飯
森

農地委員長職務代理

（地） 鈴 木 雄 蔵
上和田第一、上和田
第二、上和田第三、
両組、川北上、海上
小倉、川北下、立石

（地） 鈴木善治郎
上駄子町、弁天前、下
宿、上宿

（振） 堀 内 俊 幸
田沢、筋、中、入
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高畠町耕作放棄地対策協議会からのお知らせです。

⑴取組主体
　引き受け手：農業者　農業者組織　農業参入法人　等

⑶該当条件
　　○農振農用地区域内であること。
　　○耕作放棄地調査による農地区分がされていること。
　　○申請面積が 10a 以上であること。
　　○再生作業行う年度から起算して５年以上耕作する見込
　　　みがあること。
　　○賃貸借設定の場合、所有者から一定期間分（再生作業
　　　後５年）の負担金を徴収し、再生作業経費に充当する
　　　ことを了承していること。
　　　※その他個別条件等もありますので、詳しくは事務局
　　　　までお問い合わせください。

▶問合せ先／農業委員会事務局　担当： 星
☎（52）４４７９

耕作放棄地再生利用緊急対策事業について

⑵再生利用活動交付金

荒れている農地を再生利用する取り組みを支援する制度です。

　平成26年度も、山形県耕作放棄地対策協議会で積立てた基金（国）に
よる交付金と合せて、町単独事業メニューでも助成いたします。
　耕作放棄地を貸借等により再生・利用を検討している個人、法人等
がありましたら農業委員会窓口までお気軽にご相談にきてください。

区　　　　　　分
県　交　付　金 町　交　付　金 備　考

再生作業（障害物除去等）

① 事業費が10ａ当り10万円超える場合 50,000円 10,000円 10a当たり

②
事業費が10ａ当り10万円超える場合
で重機作業を伴うとき

補助率１／２以内 10,000円 10a当たり

③
事業費が10ａ当り３万円以上10万円
以下の場合

１／２以内の額 10a当たり

▲農地復元作業

▲良好な景観の形成

▲そば作付け

※事前に着工してしまうと、助成を受けることができません。

※①に該当する再生作業で１ｈａ以上の団地要件を満たすとき、県交付金に１０，０００円／ 10 ａ

上乗せされる場合があります。

▼豊かなそば団地が完成
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▶問合せ先／町農業委員会事務局　☎（52）４４７９

土地所有者、耕作者のみなさん、ご協力をお願いいたします。

区 分 農地パトロール（利用状況調査） 耕作放棄地全体調査

実 施 目 的 等

　改正農地法（平成21年12月施行）第30

条第１項に基づく農地の利用状況調査

の実施。

　遊休農地の実態把握と発生防止・解

消対策、および農地の違反転用発生防

止対策等について重点的に取り組み、

期間を定めて農地パトロールを集中的

に推進するものです。

　町の農地の利用状況は、農業従事者の

高齢化、兼業化に伴う労力不足や雪害、

加えて農産物価格の低迷等、農業を取り

巻く環境の厳しさから耕作放棄されてい

る農地が増加している傾向にあります。

　このような状況の中、優良農地を守る

とともに、耕作放棄地の拡大防止、解消

に向けた対策を推進していくため、調査

（現地確認調査）を昨年度に引き続き行う

もので、対象農地を選定し実施します。

実 施 時 期
（期  間） ８月～11月 ８月下旬～11月中旬

調 査 区 域
（対  象） 町内全ての農地が対象

農業振興地域農用地区域内外の中山間部

エリアの農地

実 施 内 容

現地確認調査

農地利用状況、違反転用の確認等

台帳記入

写真記録　等

現地確認調査

１筆調査により農地の区分を行います

台帳記入

写真記録　等

調 査 員 農業委員、町職員（農業委員会・産業経済課）

そ の 他

農地パトロール（利用状況調査）と耕作放棄地全体調査を一体的に実施するものです。

調査終了後、遊休化している農地については、所有者を特定したのち、所有者（また

は耕作者）を対象とする「利用意向調査」を実施し、耕作意向の確認や解消に向けた

措置を講じることになります。

現地確認調査にあたり、各農地等に立ち入らせていただ
く場合もあります。
ご理解のうえご協力をお願いいたします。

農地パトロール（農地利用状況調査）
　　　　　耕作放棄地の調査を実施します
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平
成
28
年
４
月
開
校

高
畠
中
学
校
開
校
準
備
通
信

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、

防
災
拠
点
施
設
整
備

の
各
工
事
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

６
月
24
日
（
火
）
に
現
地
に

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
等
の

安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
・
27
年
度
の
工
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
拠
点
施
設
は
平
成
26
年
度
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

中
学
校
開
校
準
備
係

☎
�
４
４
７
４

各
地
区
で
開
催
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
で
、
部

活
動
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
十

分
に
検
討
し
て
参
り
ま
す

が
、
文
化
部
設
置
や
運
動
部

の
合
同
練
習
等
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

高
畠
中
学
校
で
は
、
自

分
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
て

部
活
動
を
選
択
で
き
ま
す
。

生
徒
の
中
に
は
、
運
動
が
得

意
な
生
徒
も
い
れ
ば
文
化
系

の
活
動
に
意
欲
を
持
つ
生
徒

も
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
学

習
と
部
活
動
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
人
間
形
成
の
上
で
重

要
で
す
の
で
、
個
々
の
生
徒

が
好
き
な
活
動
に
没
頭
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
方
向

性
を
持
っ
て
準
備
を
進
め
ま

す
。
高
畠
中
学
校
の
文
化
系

の
部
活
動
と
し
て
は
、
吹
奏

楽
部
、
美
術
部
、
科
学
部
等

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
文

化
面
で
が
ん
ば
り
た
い
生
徒

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
が
ん

ば
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
ま
す
。

ま
た
、
開
校
前
の
合
同

練
習
や
交
流
活
動
等
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
新
人
戦

後
に
可
能
な
範
囲
で
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

「まちづくりトーク」の話題から 校
舎
・
体
育
館
建
築
工
事
の

進
捗
状
況
の
お
知
ら
せ

７
月
17
日
現
在
の
校
舎
棟

の
進
捗
率
は
４
３
．
４
％
、
体

育
館
棟
の
進
捗
率
は
３
４
．

７
％
と
、
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
今
年
度
末
に
は
完
成

安
あ べ

部 関
せ き と

人 くん

平成25年８月５日生（共栄）

安部家のスター☆

未
来
っ
子
登
場

Children

　

平
成
25
年
８
月
生
ま
れ

長
ながおか

岡 蒼
そ う た

太 くん

平成25年８月13日生（山崎）

甘えん坊だけど元気な男の子です★

　平成26年９月号に掲載するのは、平成25年９月
中に生まれた町内在住のお子さんです。
♪申込締切／８月14日㈭
♪申込先／町企画財政課広聴広報係☎�４４７６
♪申込書がございますので、写真を持参のうえ
　町企画財　政課までお越しください。
　現像済み写真・データ共に可能です。

満１歳になるお子さんを募集します

近
こ ん の

野 蒼
そうすけ

介 くん

平成25年８月18日生（湯在家）

食べるの大好き☆

原
は ら だ

田 絢
あ や と

斗 くん

平成25年８月23日生（川沼）

いっぱい食べて大きくなるゾッ !!

佐
さ と う

藤 蒼
そ う た

大 くん

平成25年８月27日生（日向）

ボール遊びが大好き～(^^）
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発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 72（－８） ０（－１） 84（－14）

南陽市 97（＋１） ０（±０） 136（－４）

　                        ※増減は前年同時期との比較です。

平成26年６月30日現在の交通事故発生状況

子 育 て 通 信高畠町子育て支援センター

▲

昨
年
の
み
ん
な
の
広
場
の
様
子

「
金
魚
す
く
い
や
水
鉄
砲
で
い
っ

ぱ
い
遊
ん
だ
よ
！
」

空
に
は
、
太
陽
が
ま
ぶ
し
く
輝

い
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
魚
つ
り
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
シ
ャ

ワ
ー
な
ど
を
し
な
が
ら
、
水
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
る
方
々
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
お
天
気
の
良
い
日
は
、
夏
に

し
か
出
来
な
い
遊
び
を
思
い
っ
き
り

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
水
の
冷
た
さ

は
、
心
も
体
も
す
っ
き
り
し
、
暑
い

夏
を
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
！

〇
９
月
の
み
ん
な
の
広
場　

　

”
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
＆
茶
話
会
”

　

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
話
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
／
９
月
３
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

▼
持
ち
物
／
お
て
ふ
き
（
茶
話
会
で

使
用
）

▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
�
０
３
５
０

８
月
の
み
ん
な
の
広
場
で
は
、

水
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ラ
イ
ム
作

り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
水
や

ス
ラ
イ
ム
の
感
触
を
、
み
な
さ
ん
で

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
冷

た
い
飲
み
物
や
、
こ
ど
も
園
の
給
食

の
先
生
が
作
っ
て
く
れ
た
、
お
や
つ

を
食
べ
な
が
ら
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
を

誘
っ
て
、
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

― 

暑
さ
に
負
け
ず
、

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！ 

―

▶
昨
年
の
茶
話
会
の
様
子

「
冷
た
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
、

一
息
。
情
報
交
換
も
出
来
た
よ
！
」

〇
８
月
の
み
ん
な
の
広
場　

　

”
水
遊
び
＆
ス
ラ
イ
ム
作
り
＆

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
“

　

夏
な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽
し
も
う

▼
期
日
／
８
月
６
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

▼
持
ち
物
／
水
着
ま
た
は
水
遊
び
用

オ
ム
ツ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
（
濡
れ
た
も
の
を
入
れ

ま
す
）
、
飲
み
物
、
お
て
ふ
き

（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
使
用
）

※
水
遊
び
が
出
来
な
い
お
友
達
は
、

ス
ラ
イ
ム
作
り
を
し
た
り
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
で
遊
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
す
。

家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
誤
っ
た
使
用
で
窒
息
!!

家
庭
用
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
誤
っ
た
使
用
（
ロ
ー

ラ
ー
部
分
の
布
カ
バ
ー
が
外
れ
た
状
態
で
、
本
来
足
に
使

用
す
る
も
の
を
背
中
に
使
用
）
に
よ
り
、
衣
服
が
ロ
ー

ラ
ー
部
分
に
巻
き
込
ま
れ
窒
息
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な
使
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児（
特
に
１
歳
以
下
）の
ボ
タ
ン
電
池
の
誤
飲
！

ボ
タ
ン
電
池
を
誤
飲
し
た
場
合
、
食
道
に
と
ど
ま
り
、

放
電
の
影
響
で
短
時
間
で
潰
瘍
が
で
き
て
穴
が
あ
く
な
ど

重
症
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至

る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。
保
管
・
破
棄
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

▶消費者安全課　☎ 03（3507）9137
消費者庁からのお知らせ消費者庁からのお知らせ
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平
成
26
年
度

　

町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
品
募
集

　

高
畠
町
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
「
自
然
保
護
、
資
源
節
約
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
、

事
故
の
防
止
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
生
涯
学
習
、
文
化

活
動
、
福
祉
活
動
」
等
の
町
民
憲
章
の
実
践
を
題

材
と
し
た
作
文
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
応
募
い

た
だ
け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
区
分
／

○
小
学
校
低
学
年
の
部
（
１
～
３
年
生
）

８
０
０
字
以
内

○
小
学
校
高
学
年
の
部
（
４
～
６
年
生
）

１
、
２
０
０
字
以
内

○
中
学
校
の
部　
　
　
　
　

１
、
６
０
０
字
以
内

○
高
校
の
部　
　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
字
以
内

○
一
般
の
部　
　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
字
以
内

▼
入
賞
／
各
部
門
毎
最
優
秀
１
点
、
優
秀
２
点
、

　
　
　
　

佳
作
10
点
以
内

　

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

▼
発
表
・
表
彰
／
11
月
３
日
㈷
町
民
憲
章
推
進
大

　
　
　
　
　
　
　

会
の
席
上
で
表
彰

▼
応
募
締
切
／
９
月
5
日
㈮

▼
応
募
・
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育
課

☎
�
４
４
８
７

映画「うまれる」
上映会

▶日時／８月31日㈰　
▶会場／高畠町文化ホール　（全席自由）
▶前売券／４歳以上　1,000 円
▶前売券取扱／高畠町太陽館・道の駅たかはた・

高畠町文化ホール
▶開演／① 10 時 30 分

（ママさんタイム／３歳以下のお子様
は膝の上でのご鑑賞に限りご入場いた
だけます。）

　　　　② 15 時
（３歳以下のお子様は同伴および入場
はできません。）

高畠町文化ホール
▶問合せ先／高畠町文化ホールまほら　☎（52）４４８９　　http://www.mahora-takahata.jp/

木村 大リサイタル
「ONE」

～ギターとワインと
愛にまつわる名曲たち～

▶日時／ 10月11日㈯
▶開演／ 19時（開場18時）　
▶会場／高畠町文化ホール ホワイエ（全席自由）
▶前売券／ 3,500円（当日 4,000円）
ドリンク 1 杯付き（2 杯目以降 1 杯 500 円）
▶前売券取扱／高畠町太陽館・道の駅たかはた・

高畠町文化ホール
▶チケット発売日／ 8 月９日㈯

11 日㈪ 12 日㈫ 13 日㈬ 14 日㈭ 15 日㈮ 16 日㈯ 17 日㈰ 18 日㈪

町中央公民館・各地区公民館・町
総合交流プラザ・糠野目生涯学習
センター（体育センター含）・上
和田交流館

○ ○ × × × × ○ ○

町営体育館・武道館・野球場・多
目的グラウンド・陸上競技場・テ
ニスコート・多目的屋内運動場

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

図書館 × ○ × △ △ △ △ ×

県立考古資料館・郷土資料館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浜田広介記念館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○開館　　△ 17 時までの開館　　×閉館　　　　　　　　　　　　　▶問合せ先／町社会教育課　☎�４４８７

社会教育施設のお盆休館について
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▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

 
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

【
次
回
〆
切
り
日
】

詩
・
川
柳
と
も

平
成
26
年
９
月
１
日
㈪
ま
で

次
回
課
題
：「
道
」

「
豊
」

秀　

野
次
豊
富
飛
ば
す
犯
人
た
だ
一
人　
　
　
　

下
和
田　

菊
地
み
ゑ
子

〃　

若
娘
豊
か
な
胸
の
ふ
く
ら
み
よ　
　
　
　
　

二
井
宿　

髙
橋
と
く
江

〃　

メ
タ
ボ
か
な
豊
か
な
食
の
後
の
つ
け　
　
　

弥
生
町　

太
田
邦
緒

〃　

豊
か
さ
も
今
は
昔
の
花
ぞ
知
る　
　
　

二
井
宿　

佐
藤
ナ
ヲ
子

〃　

孫
た
ち
の
な
な
色
の
夢
ゆ
た
か
な
り　
　
　

上
和
田　

小
平
え
い

〃　

豊
か
さ
の
思
考
決
断
足
る
を
知
る　
　
　
　

一
本
柳　

正
田
清
子

〃　

吾あ

こ子
二
人
育
み
し
豊
胸
今
い
づ
こ　
　
　
　

福　

沢　

佐
藤
津
多

〃　

自
我
を
捨
て
秩
序
背
負
っ
て
世
は
豊　
　

一
本
柳　

島
倉
　

勇

〃　

勿
体
な
い
豊
裕
の
世
に
死
語
と
な
る　
　
　

福　

沢　

山
村
和
子

〃　

豊
さ
も
心
の
も
ち
よ
う
一
人
な
べ　
　
　
　

糠
野
目　

お
か
あ
ち
ゃ
ん

〃　

外み
か
け見

よ
り
心
豊
か
な
お･

も･

て･

な･

し　
　

 

一
本
柳　

丸
山
俊
子

〃　

自
分
史
は
豊
か
な
色
で
書
く
予
定　
　
　
　

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

〃　

笑
顔
あ
り
豊
さ
あ
ふ
れ
る
夕ゆ
う
げ餉

の
和　
　
　

泉　

岡　

本
田
登
呂

〃　

万
物
を
豊
か
に
吸
収
三
才
児　
　
　
　
　
　

夏　

茂　

竹
田
美
千
子

〃　

年
波
は
豊
な
心
で
追
い
返
す　
　
　
　
　
　

上
和
田　

鏡
た
か
子

〃　

豊
な
る
自
然
に
恵
ま
れ
長
寿
一　
　
　
　
　

高　

畠　

日
下
艶
子

客　

健
康
児
豊
か
な
母
乳
で
育
っ
た
子　
　
　
　

上
和
田　

大
浦
秀
一

〃　

豊
瀾
な
ワ
イ
ン
も
町
の
活
性
化　
　
　
　
　

旭　

町　

川
村
祐
一

〃　

旬
の
味
豊
富
に
揃
う
ま
ほ
ろ
ば
よ　
　
　
　

駅　

前　

山
中
よ
し

〃　

早
苗
植
え
豊
か
に
稔
れ
と
夏
祭
り　
　
　
　

高　

安　

村
上
正
法

〃　

人
生
は
心
豊
か
に
暖
か
く　
　
　
　
　
　

石　

岡　

川

井

み

よ

人　

趣
味
活
か
し
心
豊
か
に
明
日
に
向
け　
　
　

亀　

岡　

大
槻
京
子

地　

豊
か
さ
が
勿
体
な
い
を
忘
れ
さ
せ　
　
　
　

二
井
宿　

御
田
俊
坊

天　

豊
か
さ
の
心
が
生
み
出
す
あ
の
笑
顔　
　
　

金　

原　

菅
野
信
一

軸　

豊
か
さ
は
人
を
許
せ
る
歳
を
積
む　
　
　
　

選
者
吟　

髙
橋
勝
柳
子

髙
橋

み
ど
り
ち
ゃ
ん
は
人
間
で
言
え
ば
老

人
な
の
で

あ
る
日
寒
さ
が
原
因
で

ぐ
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
ち
も
く
さ
ん
に
ス
ト
ー
ブ
を
買
っ

て
き
て
側
に
置
い
て
あ
げ
た
ら

ム
ク
ム
ク
と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
も
仕
事
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
日
は
ど
う
し
て
も
出
勤
し
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ス
ト
ー
ブ
を
消
し
て
後
ろ
髪
を
引
か

れ
る
思
い
で
家
を
出
ま
し
た
。

仕
事
か
ら
帰
る
と
み
ど
り
は

ぐ
っ
た
り
し
て
カ
チ
カ
チ
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

私
が
悪
か
っ
た
の
で
す
置
き
去
り
に

し
て
…
。

十
一
月
の
下
旬
頃
で
寒
い
日
で
し
た

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
花
を
ち
り
ば
め
て

埋
め
て
あ
げ
ま
し
た
。

み
ど
り
ち
ゃ
ん
と
の
十
年
間
の
思
い

出
は
私
の
宝
物
と
し
て
一
生
消
え
う

せ
な
い
で
し
ょ
う
。

（
評
）ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員
、ま
さ

に
人
生
の
伴
侶
で
す
ね
。弱
く
て
小

さ
い
生い

の

ち命
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、い

と
お
し
い
。

美
加
ち
ゃ
ん

小
鳥
の
み
ど
り

川
口
市（
糠
野
目
出
身
）　

 

加
藤
緋
井
子

読
む
で
も
な
い
新
聞
を
拡
げ
て
い
る
と

見
知
ら
ぬ
女
の
子
が
声
を
か
け
て
来
た

「
お
じ
ち
ゃ
ん
何
か
淋
し
い
こ
と
あ

る
の
？
」

ド
キ
ッ
と
し
な
が
ら
ど
う
し
て
と
聞
く

「
ミ
カ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
淋
し
い
時

と
同
じ
目
を
し
て
る
も
ん
。私
が
お
歌
を

唄
っ
て
あ
げ
る
か
ら
元
気
に
な
っ
て
ネ
」

女
の
子
は
大
き
な
声
で
唄
い
出
し
た

「
ボ
ク
の
可
愛
い
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
…
」

と
懸
命
に
唄
う
心
が
胸
に
伝
わ
っ
て

来
た

有
難
う
と
頭
を
撫
て
や
る

周
り
の
人
達
も
拍
手
を
す
る

「
ほ
う
ら
、お
じ
ち
ゃ
ん
の
顔
が
明
る

く
な
っ
た
。元
気
が
出
た
で
し
ょ
う
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
歌

な
の
に
こ
の
頃
さ
っ
ぱ
り
唄
わ
な
い

で
い
つ
も
淋
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
。

だ
か
ら
私
が
唄
っ
て
あ
げ
る
と
と
っ

て
も
喜
ん
で
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

『
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
可
愛
い
』と

言
っ
て
頭
を
撫
て
く
れ
る
の
。お
じ

ち
ゃ
ん
も
早
く
元
気
に
な
っ
て
ね
。」

と
母
親
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
中
に
消
え
て
い
っ
た

三
ヶ
月
前
の
病
院
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の

ひ
と
と
き
を

梅
雨
の
雨
音
を
聞
き
な
が
ら

あ
の
明
る
い
唄
声
が
耳
底
に
響
く

（
評
）「
見
知
ら
ぬ
女
の
子
」は
天
使

だ
っ
た
か
も
。作
者
の
淋
し
気
な
心

を
見
抜
き
、唄
で
明
る
く
し
て
く
れ

た
と
は
、い
や
は
や
驚
き
く
。

遠
く
か
ら
、
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

外
を
眺
め
不
安
を
や
り
過
ご
す

あ
っ
と
い
う
間
に

空
が
曇
り

あ
た
り
が
暗
く
な
っ
た

ポ
ツ
ポ
ツ
大
粒
の
雨

ザ
ー
ザ
ー

庭
に
水
が
貯
ま
る

水
カ
サ
が
増
し
、
プ
カ
プ
カ
浮
か
ぶ

足
元
へ
水
が
近
づ
く

火
事
場
の
バ
カ
力

孫
の
勉
強
道
具
を
二
階
へ
あ
げ

モ
ル
モ
ッ
ト
の
カ
ゴ
は
テ
ー
ブ
ル
へ

公
民
館
へ
避
難　

一
夜
す
ご
す

月
日
が
立
ち
、
昔
話
も
出
る

水
増
し
は
天
災
で
あ
り
、
人
災
だ
と

昔
は
堀
の
泥
あ
げ
を
総
出
で

や
っ
た
そ
う
な

パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

知
ら
な
い
世
代

細
々
と
後
片
付
け

ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認

ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ
ー
！

天
保
通
宝
の
古
銭
が
出
て
き
た

先
代
の
ヘ
ソ
ク
リ
だ
ろ
う
か
？

貨
幣
を
通
し
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

（
評
）
雷
と
大
雨
、
梅
雨
に
つ
き
も

の
。
床
下
浸
水
に
二
階
へ
の
荷
上
げ

と
公
民
館
へ
の
避
難
。
後
片
付
け
の

あ
と
古
銭
が
お
ま
け
。軽
妙
な
表
現
。

水
増
し　

　
　
一
本
柳
　
正
田
清
子

上
和
田　

大
浦
秀
一



14       2014.8

まちの話題 あれこれ

森 今月の表紙学校林での森林活動を通じて、自然豊かな土
地や樹木を守り育てるという意識を培い、地域の
一員としての自覚を深めることを目的に、まほろ
ばの里森林学習事業（高畠小学校森林学習）が実
施されています。（平成 26年度）
７月 15日㈫、町立高畠小学校学校林「遊々の

森」に集合した同校４年生児童。入山にあたって
の注意事項を学ぶと、６班に分かれて学校林を散
策しました。広葉樹と針葉樹の木の肌や葉の違
い、草木のにおい、倒木の理由など、森の特徴と
役割などを学びました。
７月 17日㈭は、同校５年生児童が間伐材を活

かしたクラフト体験で、英語授業の教材を作成し
ました。
この事業は、町立高畠小学校４・５年生を対

象にやまがた緑環境税を活用し開催されていま
す。

林で自然との関わりを学ぶ

７月10日㈭プロ野球公式戦、楽天対日本ハムが
「たかはたぶどうナイター」と題して楽天ｋｏｂｏ
スタジアム宮城において行われました。試合前に
両チームの選手と来場した先着１０００人にぶど
うをプレゼントし、デラウェア生産量日本一の高
畠産ぶどうをＰＲしました。

ラウェア生産量日本一！たかはたぶどうナイターデ
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MACHI no WADAI AREKORE

畠高校生が案内します高

山形県立高畠高等学校観光振興＆観光基礎の
生徒約 30人が、高畠の名所を案内する駅からハ
イキングが６月 21日㈯開催されました。
高畠高校では歓迎のソーランと、手作りのクッ

キーが参加者へ贈られるなど、生徒のあたたかい
想いが随所に感じられました。
参加者は、「若いみなさんと会話を楽しみな

がらの散策は、よりいっそうの爽やかさを感じ
る」と、町内の名所を巡りました。

久平和の願い恒
６月24日㈫、文化ホールまほらにおいて町戦没

者追悼式が行われ、遺族ら約150人が参列しまし
た。

高畠高校生徒会会長菊地真鈴さんと副会長の
山本竜太さんが献花と平和へのメッセージを読み
あげ、戦没者への追悼と恒久平和を願いました。

発な意見交換活
「町民とのまちづくりトーク」が６月23日㈪亀

岡地区、24日㈫高畠地区、７月１日㈫和田地区、２
日㈬二井宿地区、８日㈫糠野目地区、９日㈬屋代地
区で開催され、延べ約370人が参加しました。さま
ざまな意見、要望、提言が出され活発な意見交換が
行われました。

ーチボール山形県大会ビ
７月６日㈰、ビーチボール山形県大会が町営体

育館で開催され、計 22 チーム、126 人の選手が
集まり、レベルの高い試合が繰り広げられました。
結果は次の通りです。

【男子】	 1 位	 窪田体協
	 2 位	 ぴぃち Soul AI
	 3 位	 チーム空Ｂ
【女子】	 1 位	 東風（だしのかぜ）
	 2 位	 サークル夢
	 3 位	 プラウ
【混成】	 1 位	 ぴぃち Soul SS
	 2 位	 TSC ベガ
	 3 位	 TSC アルタイル

お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
か
は
た
平
成
26
年
７
月
号

15

ペ
ー
ジ
（
ま
ち
の
話
題
あ
れ
こ

れ
）
で
、
春
の
叙
勲 

瑞
宝
双
光
章

を
受
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さ
れ
た
我
妻
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雄
さ
ん
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地

区
名
に
誤
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が
あ
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ま
し
た
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正
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、
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安
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津
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お
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